
。
や
神
対
一
卜
や
雅
樽
隠
附
終
終

↑
約
ミ
や
る
）

ミ
ミ
に
終
要
壇
Ｇ
柴
紅
孟
ま
楔
９
く田
望
曽
舗
米
組

′担
望
Ｃ
楔
Ｇ

金
ぱ

地
ギ
Ｇ
氷
組

′
ゆ
）
ｎ
せ
ミ
牛
る

ナ
や
ミ
や
対
日
Ｇ
判
時
と
）
地
瑠
終
蝉
繍

や
逆
運
―
ミ
ー
ム

嘔
能
悪
咲

′牛
台
報
Ｗ
ミ
廼
曽
壇
―
代
―
ム
唯
縮
Ｇ
恵
咲
体
ヽ
十

′笹
逆
無
罫
構
Ｇ

”

′逆
く
神
ボ

。
や
べ
）
対
日
Ｇ
対
楔
ヨ
終
歴
餌
逆
新
耕
想
韓
Ｇ
転
卜
指
対

「
↑
ミ

Ｇ
や
字
や

桶
日
や
や
ぼ
く
趣
伝
卜
指
」
控
容
糸
米
Ｏ
帥
ミ
総
望
鮨
電
神
翼
＜
Ｇ
や

．楔
Ｑ
く
）
Ｇ
つ
↑
と
対
や
■
判
撃
せ
聖
く
抱
ギ
瑠
求
Ｇ
唱
議
＝
Ｓ
皿
Ｇ
ふ
卜
■
）

や
や
く回
せ
ぎ
ヽ
‐
ヽ
卜
た
ヽ
ト
ト
ヘ

ｘ
や
士
報
せ
昧
選
冊
耐
証

．
や
る
Ｗ
る
歴
抱
軸

罫
謡
製
穏
唱
縮
Ｇ
巡
ぐ
）
と
照
や
翌
尽
朴
ネ
昧
判
Ｇ
唱
希
冊
翻
田
）
と
単
逆
と
ヽ
ロ

た
体
回
米
逆
□
畳

喪
ヨ
貯
営
罵
趣
徳
卜
や

′や
ぐ
り
対

．
る
樽
で
終
傘
担
）
好
、営
ポ

趣
代
障
円
終
な
ド
灼

′ぐ
楔
る
神
担
や
Ｇ
や
や
桶
茎
）
ど
役
車
や
Ｇ
旺
埋
柴
類
綻
ま

起
陶
ぷ
Ｇ
Ｘ
ヽ
（
勺

′終
や
く
や
投
基
や
韻
鰐
橿

′包
ミ
ば
な
ミ
ど
役
好
、ポ

↑
と
対

暖
壇
選
曽
ぷ
Ｇ
果
慧
堆
ま

．
や
や
逆
判
日
↑
と
剤
や
■
螺
翠
抱
曽
導
鯛
課
Ｇ
）
些
患

遵
迎
わ
伸
伸
恵
咲

′
３
瑠
栄
退
担
ふ
卜
指

′
金
ヽ
Ｇ

．
や
る
Ｗ
Ｏ
珂
や
一
卜
ふ
向
Ｇ

対

「
と
や
と
や
米
想
孟

′）
Ｑ
ミ
や
米
判
認
担
や
ギ
」
起
唱
運
監
や
Ｘ
」
Ｇ
氣
卜
指

′Ｖ
二
Ｐ
Ｌ
ヽ

アヽ
ト
ホ
ト
Ｇ
■
Ｓ
ｉ
世
Ｅ
Ｇ
日

。
や
く
や
誉
ぷ
Ｇ
Ｃ
楔
や
十
翌
韓
せ
共

ィ■
十
，
Ｇ
せ
く
ミ

ナサ
ゃ
意
ギ

′里
つ
対
対
や
図
巾
ミ
嘉
二
Ｋ
用
）
対
日
や
■
軍
堆
療

や
や
災
恵
モ
ま

′コ
ミ
日

．楔
ｏ
ｔ
杓
Ｋ
卜
小
ホ
ト
Ｇ
対
や
■
■
ま
Ｌ

思
控
資
ぷ
器

宰
母
語
キ
や
ミ
ば
や
）
ま
増
申
報
部

′ぺ
紳

金
ぷ
逆

（
な
ミ
体
小
レ

′＝
Ｓ
弧
偲
‐――

′十
Ｋ
Ｋ
）
笠
軽
Σ
口
ｏ
抱
縮
Ｉ
Ｇ
卜
く

―～

竹
学
科
Ｓ
田
観
と
ぶ
終
士
恒
起
回

′せ
倉

楔
Ｇ
ポ
酢
懇
Ｇ
憩
軽
対
択
蝶
電
コ

′終
＝
総
虹
製

回
逆
喪
い
い
冨
Ｒ

′包
尺
対
楔

。と
や
な
樽
担
母
曽
舗
と
０
円
終

判
日
↑
翌

〉
ぶ

金
ヽ
申
果
顛
縮

ま
せ
対
役
楔

′
容
終
樽
０
冬
０

。
や
尺
―――十回
や
対
盟
題

↑
と
対
終

〉
芯
せ
日
約
や
難
蛛

郷
Ｇ
環
ぐ

′
ｓ
榔
０
連
ミ
日

。
や
樽
対
た
ヽ
ヤ
神
樽
隠
側

′終
穐
や
■
雲
嬉
】
申
ミ

ぐ
せ
曽
鋪
黙
組
逆
ミ
る
や
柴
蚊
縮
ま

′趣
》
と
黎
せ
ギ
営
ベ
ト
か
―
卜
た
小
卜
ふ

Ｇ
勝
眼

。
や
樽
対
熙
増
終

判
日
や
と
い
足
代
き
申
″
用
く
ン
対
等
縄

′望
つ
対
対
や
■
食
―
コ

ト
望
ビ
に
選
―
）
と
い
逆
望
隠ヽ
ヽ
Ｇ
奏
祉
終
く
た
小
卜
ヽ
ど
役

や
拘
や

′趣
せ
壇

証
学
画

。
や
ミ
や
ミ
軽

金
ヽ
）
と
報
逆
釜
翠
Ｇ
Ｗ

′担
即
題
Ｇ
や
ミ
ζ
ぶ
終
ポ
Ｇ
日

′）
Ｑ
終
程
０

。
↑
ぐ
鳴
や
や
ミ
容
尺
倒

金
熊
や
製
田
Ｇ
ナサ
ヘ
判
ミ

′包
中
に
巾
ム
ふ

本
一
（
″
用
と
想
終
理
類
蝉

′倉
楔
と
州
せ
撃
持
て
蛍
対
韓
翌
Ｇ
コ
終

一
ヽ
可
小
や

■
按
望
ギ
伴
懇
字
質
轟
と
ヽ
向

′担
ぐ
ぶ
Ｇ
探
組

′終
や
べ
担
製
題
０
匝
つ
望
黙
準

。
↑
ぐ
鳴
や
や
■
ポ
瞳
照
Ｗ
Ｏ
対
即
題
終
勺
神
終
Ｇ
や
■
導
権

↑
知
抱
き
球
想

′ミ

Ｇ
や
■
珊
蜘

↑
勺
や
程
く
ベ
ト
か
―
卜
生
小
卜
ふ

′）
０
句
楔
拘
や
智
憩
逆
さ

′楔

柿

′終
Ｇ
る
「
包
ミ
■
弾
憩
】
士
怠

３
Ｓ

↑
知
申
肺
遵
Ｇ
灼

′
ｓ
朽
Ｑ

．
や
べ
や
対

日
と
樽
終
Ｒ
謎
導
枯

・
尉
抑
学
Ｒ
選
樹
憩

′
や
Ｗ
Ｑ
神
逆
対
日
↑
と
対
↑
ヽ
く
】
０

経
中
瞑
壇
終
く
ヽ
ハ
小
―
卜
生
小
卜
ふ
や
ミ
ζ
△
終
ポ
尺
対
楔

′担
週
尉
Ｇ
コ
０
ヘ

′楔
朽

．
↑
ぐ
ぐ
）
や
■

む
や
や
な
職
申
還
ポ
）
Ｄ
撻
対
き
経
鰹
申
壇
末
暖
嬉

′
金
楔

Ｄ
ぷ
単
Ｗ
告
紳
申
垣
留
Ｇ
票
と
や
拘
や
終
熙
壇
撻
く
ベ
ト
（
―
卜
生
お
い
ふ

′
で
終

対
り
と
神

〉
楔
尺
思
申
Ｒ

Ｇ
ヤ
役
く
０
票
ミ
堅
ヽ
′学
母
喪
Ｇ
対
や
ミ
ミ
鮮
巾
齢
ｔ
Ｇ

や
楔
怠
皿

．
や
く
無
萩
区
Ｇ
）
ミ
“
▲
終
ば
や
■
按
せ
呼
埋
“軍
＜
へ
ヽ
小
―
卜
と
お

ふ
ぺ

′連
Ｗ
ｎ
対
超
智
Ｇ
コ
い
一
。
↑
ぐ
ぺ
）
と
樽
な
伸
空
対
螺
ポ
望
し
■
な
ミ
壇

智
Ｇ
い
い

′
や
）
０
に
抱
え
ヽ
米
た
卜
″
局
と
想
終
唱
相
尺
判
楔

′終

や
ミ
や

拘
て

■
螺
球
や
と
破
空
喪
埋
寒
く
ベ
ト
小
―
卜
た
心
ト
ペ
Ｇ
電
画
時
ヽ
せ
苺
壇
皿
十
回

付

ぐN

ぎ
lさ

‐へ
＼

ヽ

か

ユ

心
ゃヽヽ、

卒
_ヽ
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昨
年

９
月

の
問
題
発
覚

国
交
省
、刑
事
告
発
は
見
送
り

国
産
自
動
車
は
２６
日
、
無
資
格
の
従
業
員

が
完
成
検
査
を
し
て
い
た
問
題
で
、
国
土
交

通
省
か
ら
業
務
改
善
指
示
な
ど
の
処
分
を
受

け
た
。
同
交
省
は
本
社
が
問
題
を
把
握
し
な

が
ら
各
工
場
に
適
切
な
指
示
を
し
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
、

「
経
営
層
を
含
め
組
織
の
責

任
は
極
め
て
大
き
い
」
と
指
摘
。
問
題
発
覚

か
ら
半
年
で

「
幕
引
き
」
を
迎
え
た
が
、
経

営
陣
に
は
再
発
防
止
に
向
け
た
法
令
順
守
の

徹
底
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

「
ユ
ー
ザ
ー
に
不
安
を
与

一

え
、
自
動
車
型
式
制
度
の
根

幹
を
ゆ
る
が
す
行
為
で
極
め

て
遺
憾
」
。
同
国
、
回
土
交

通
省
を
訪
れ
た
国
産
の
西
川

広
人
社
長
に
対
し
、
石
井
啓

一
回
交
相
は
指
摘
し
た
。
西

川
社
長
は

「
安
全
第

一
、
法

令
順
守
を
さ

ら
に
徹
底
す

る
」
と
陳
謝
し
た
。

国
交
省
は
こ
れ
ま
で
完
成

検
査
の
実
施
ル
ー
ル
な
ど
に

不
蹴
確
な
部
分
が
あ

っ
た
と

し
て
、
２６
日
、
国
産
の
刑
事

告
発
は
見
送
る
こ
と
を
決
め

た
。
同
省
は

一
部
の
車
で
検

査
漏
れ
の
項
目
が
あ

っ
た
と

し
て
、
道
路
運
送
車
両
法
に

基
づ
く
過
料
を
適
用
す
る
よ

う

に
横
浜
地
裁

に
通
知

し

た
。
国
産
に
は
法
令
順
守
や

説
明
責
任
の
徹
底
と
い
う
課

題
が
残

っ
た
。

日
産
は
１７
年
１１
月
、
検
査

員
を
増
や
す
ほ
か
、
生
産
ス

ピ
ー
ド
を
通
常
の
４
～
８
割

．
業
績
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
は

出
て
い
な
い
と
い
う
。

「
長
年
続
い
た
あ
し
き
状

態
を
完
全
に
断
ち
切

っ
て
将

ホ
ン
グ
は
９
日
、
小
型
ビ

ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
機

「
ホ
ン

グ
ジ

ェ
ッ
ト
」
を
イ
ン
ド
で

受
注
開
始
し
た
と
発
表

し

た
。
イ
ン
ド
で
は
経
済
成
長

に
伴
い
富
裕
層
が
増
え
て
お

り
、　
一
定
の
需
要
が
見
込
め

る
と
判
断
し
た
。
ホ
ン
グ
ジ

ェ
ッ
ト
は
す
で
に
中
国
や
東

南

ア
ジ
ア
で
展
開
し
て

い

る
。
ア
ジ
ア
で
の
販
売
網
を

広
げ
る
こ
と
で
、
成
長
す
る

同
地
域
の
航
空
機
市
場
の
開

拓
を
加
速
す
る
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
市
に
拠
点

を
置
く

「
ア
ロ
ー

・
エ
ア
ク

来
に
進
む
」
。
２６
日
、
記
者

団
か
ら
経
営
責
任
に
つ
い
て

問
わ
れ
た
西
川
社
長
は
こ
う

車
い
っ
一
生

ラ

フ
ト

・
セ

ー

ル

ス

・
ア

ン

ド

・
チ
ャ
ー
タ
ー
ズ
」
を
販

売
代
理
店
に
指
定
し
て
、
受

注
活
動
を
始
め
た
。
同
社
を

通
じ
て
イ
ン
ド
に
お
け
る
販

売
や
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
。

ホ
ン
グ
ジ

ェ
ッ
ト
は
７
人

乗
り
の
小
型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ

ッ
ト
機
。
主
翼
の
上
に
エ
ン

ジ
ン
を
配
置
す
る
独
特
の
構

造
で
広
い
室
内
空
間
を
確
保

し
て
い
る
。
競
合
機
よ
リ
ス

ピ
ー
ド
や
燃
費
性
能
に
優
れ

る
。
こ
れ
ま
で
に
北
米
や
中

南
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
、

中
国
で
販
売
。
２
０
１
７
年

末
時
点
で
累
計
６８
機
を
顧
客

に
引
き
渡
し
済
み
。
日
本
で

の
発
売
は
「
未
定
」
と
す
る
。

特
に
１７
年
は
世
界
の
納
入

機
数
が
前
年
比
２０
機
増
の
４３

・

機
と
な

っ
た
。
小
型
ビ
ジ
ネ

一

ス
ジ

ェ
ッ
ト
機
で
、
米
セ
ス

ナ
の
主
力
機

「
サ
イ
テ
ー
シ

ョ
ン
Ｍ
２
」
を
抜
い
て
初
の

首
位
と
な

っ
た
。

全
米
航
空
機
製
造
者
協
会

（
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
と
１７

年
の
ビ
ジ
ネ
ス
ジ

ェ
ッ
ト
の

世

界
納
入
機
数
は
６
７
６

機
。
出
荷
先
の
６３

・
８
％
は

北
米
が
占
め
、
ア
ジ
ア

・
太

平
洋
地
域
向
け
は
１６
年
比
２

・
２
で
増
の
９

ｏ
９
％
と
拡

一

大
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
一

河任 ,ど 7

8維
'/θ

イ
ン
ド
で
受
注
開
始

ホ
ン
ダ
ン゙
ラ
ト
富
裕
層
の
需
要
見
込
む

後
、
国
産
経
営
障
の
不
適
切

対
応
が
日
立

っ
た
。
２
０
１

７
年
９
月
１８
日
、
国
交
省
が

国
産
車
体
湘
南

（神
奈
川
県

平
塚
市
）

へ
の
立
ち
入
り
を

実
施
し
た
際
、
完
成
検
査
の

資
格
を
持
た
な
い
従
業
員
が

検
査
を
実
施
し
、
検
査
員
の

印
鑑
を
使

っ
て
検
査
証
に
押

印
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
。

経
営
陣
は
問
題
を
把
握
し

て
い
な
が
ら
２７
日
に
な

っ
て

よ
う
や
く
各
工
場
の
工
場
長

を
集
め
、
国
交
省
の
立
ち
人

り
検
査
に
誠
実
に
対
応
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

実
施
す
る
た
め
の
対
策
を
全

て
実
施
。
生
産
ス
ピ
ー
ド
は

‐８
年
１
月
時
点
で
問
題
発
覚

前
の
状
態
に
一戻
っ
て
お
り
、
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弁
。
２
月
の

年
金
で
は
約
１
４
０
万
人

の
所
得
税
が
正
し
く
控
除

さ
れ
ず
過
少
支
給
と
な

っ

た
が
、
こ
の
う
ち
約
１０
万

４
０
０
０
人
は
Ｓ
Ａ
Ｙ
企

画
の
入
カ
ミ
ス
が
原
因
だ

っ
た
。

共
産
党
の
高
橋
千
鶴
子

氏
は
、
同
社
が
中
国
の
業

者
に
再
委
託
し
て
い
た
デ

ー
タ
に
つ
い
て
年
金
機
構

が

「氏
名
と
ふ
り
が
な
の

て
以
降
、
東
京
都
や
長
野
県

一

な
ど
各
地
の
自
治
体
で
指
名

一

停
止
や
入
札
参
加
停
止
が
相

一

歓ン
ン

型

酸
譜
獣
伽
却
幹
芽
歓
理
院
伸

一

任
畑
銅
球
的
蝉
俳
扮
全
国
で

．

４
社
の
国
内
建
設
事
業
の

売
上
高
に
占
め
る
公
共
事
業

の
割
合
は
２
～
３
割
。
た
だ
、

２
０
１
７
年
１２
月
末
時
点
で

国
内
の
受
注
残
が
４
社
合
計

で
約
７
兆
円
あ
る
ほ
か
、
足

元
で
は
民
間
の
建
築
部
門
を

中
心
に
都
市
部
の
再
開
発
需

要
も
旺
盛
な
た
め
、
業
績
が

急
速
に
悪
化
す
る
こ
と
は
な

い
と
の
見
方
が
多
い
。

入
力
の
み
で
情
報
流
出
は

な
い
」
と
説
明
し
て
い
る

こ
と
に
関
し

「明
確
に
根

拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
」

と
指
摘
。
水
島
氏
は

「第

三
者
に
よ
る
検
証
も
検
討

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
高

橋
氏
は
年
金
機
構
の
業
務

に
関
し

「積
極
的
に
外
部

委
託
を
行
う
」
と
し
た
２

０
０
８
年
７
月
の
閣
議
決

定
の
見
直
し
も
要
求
し
、

加
藤
勝
信
厚
労
相
は
４
月

設
置
予
定
の
外
部
専
門
家

に
よ
る
調
査
組
織
で
議
論

す
る
考
え
を
示
し
た
。

◇

大
林
組
と
清
水
建
設
は
２３

日
、
取
締
役
報
酬
の

一
部
を

４
月
か
ら
返
■
す
る
と
発
表

し
た
。
大
林
組
は
代
表
取
締

役
が
月
額
報
酬
の
３０
％
、
社

外
取
締
役
を
除
く
取
締
役
が

２０
％
を
３
カ
月
返
上
。
独
占

禁
止
法
違
反
に
よ
る
起
訴
を

厳
粛
に
受
け
止
め
る
た
め
と

し
て
い
る
。
清
水
建
設
も
会

長

・
社
長
が
月
額
報
酬
の
５０

％
を
３
カ
月
、
副
社
長
は
５０

％
を
２
カ
月
返
上
す
る
。

G】

指
名
停
止
で
事
業
に
影
響

リ
エ
ア
中
央
新
幹
線
の
独

一
は
制
限
さ
れ
る
た
め
だ
。
建

に
な
ど
で
新
規
受
注
が
当
面

一者
が
３
月
２
日
に
逮
捕
さ
れ

を回 '2ヤ渇 俺 ,2学
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特
殊
浴
槽
で
の
介
護
を
終
え
た

１０
代
の
ス
タ

ッ
フ
に

「何
か
必
要

な
設
備
、
困

っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
」
と
聞
い
た
ら

「私
、

背
が
高
い
か
ら
、
お
風
呂
入
れ
る

時

に
腰
が
め

っ
ち

ゃ
痛

い
ん
で

す
」
と
突
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

昨
年
１０
月
か
ら
医
療
と
介
護
施

設
の
経
営
に
参
加
し
て
い
て
、
時

々
、
病
院
と
介
護
施
設
を
回

っ
て

い
る
。
医
療

・
介
護
の
現
場
は
大

変
と
知

っ
て
い
る
つ
も
り
だ

っ
た

が
、
想
像
を
超
え
て
い
た
。
高
卒

の
新
入
社
員
が
、
腰
が
痛
く
て
も

一
生
懸
命
、
楽
し
そ
う
に
仕
事
を

す
る
姿
を
見
る
と
、
施
設
は
腰
痛

対
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
痛

感
す
る
。
看
い
時
は
無
理
が
利
く

だ
け
に

一
生
懸
命
頑
張

っ
て
し
ま

う
が
、
頑
張
る
人
が
腰
痛
に
な

っ

た
ら
元
も
子
も
な
い
。

介
護
施
設
の
慢
性
的
な
人
手
不

足
は
深
刻
だ
。
全

体
平
均
が
１

・
３２

倍
に
対
し
て
、
最

近
の
介
護
職
員
の

有
効
求
人
倍
率
は

４

・
１８
倍
。
こ
の
数
字
は
さ
ら
に

悪
化
す
る
。
医
療

・
介
護
の
現
場

で
足
り
な
い
の
は
介
護
員
だ
け
で

は
な
い
。
看
護
師
も
医
師
も
、
そ

し
て
調
理
員
も
事
務
員
も
足
り
な

い
。
し
わ
寄
せ
は

一
生
懸
命
働
く

職
員
に
及
ん
で
い
る
。

居
住
者
さ
ん
の
突
顔
が
う
れ
し

い
と
語
る
、
普
通
よ
り
も
優
し
い

人
た
ち
が
介
護
の
現
場
を
支
え
て

い
る
が
、
こ
れ
だ
け
人
手
不
足
で

に
し
い
と
、
身
も
心
も
疲
弊
す
る
。

忙
し
さ
の
あ
ま
り
粗
野
に
な
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
疲
れ
て
い
る

あ
ま
り
手
を
抜
い
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。

親
を
預
か

っ
て
も
ら
う
人
は
、

施
設
に
不
安
と
不
満
が
あ
る
だ
ろ

う
。
だ
が
、
ウこ
う
い
う
時
に
ち

ょ
っ

と
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
至
れ
り

尽
く
せ
り
の
施
設
に
な
る
た
め
に

は
十
分
な
人
材
が
必
要
だ
が
、
介

護
の
現
場
に
十
分
な
働
き
手
が
供

給
さ
れ
る
見
通
し
は
な
い
。
人
手

不
足
の
た
め
に
介
護
施
設
の

一
部

サ
ー
ビ
ス
が
停
止
さ
れ
る
事
態
も

す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
、
深
刻
な
施
設
の
人
手
不
足

を
理
解
し
、

一
緒
に
介
護
の
現
場

を
良
く
す
る
と
い
う
視
点
が
必
要

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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Ｑ
・

ブロックチェーン
穀
物
や
鉱
物
と
い
っ
た
資
源
の
取
引
に
、
仮
想
通
貨
で
使
う

「
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン

（分
散
台
帳
技
術
）
」
を
応
用
す
る
動
き
が
広
が

っ
て
き
た
。
履
歴
を
広
く
共
有
で
き

る
点
を
生
か
し
、
田
を
越
え
た
契
約
に
必
要
な
手
続
き
を
短
縮
し
て
い
る
。
紛
争
地
域

へ
の
資
金
供
給
と
い

っ
た
問
題
を
抱
え
る
例
も
多
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
で
供
給
ル

ー
ト
を
記
録
し

「
望
ま
し
く
な
い
」
資
源
の
流
通
を
食
い
止
め
る
狙
い
も
あ
る
。

ｍ
一
”
一
ヽ 。 ス
中
の
印
中
い
い

一
小
ル
な
弁
『
咋
争
匁
呻
晦
中

一
中
け
れ
わ
「
矛

卑
金 ェ ロ
ぃ
け
の

資源取引に活用
ブロックチェーンの仕組み

穀
―

||||‐

脚      ト
時間

手
続
き
短
縮

間
ル
ー
ト
排
除

や
海
運
業
者
が
参
加
し
た
。

ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
は
取

引
記
録
の

「
台
帳
」
を
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
で
共
有
す
る
。
事

前
に
定
め
た
条
件
が
成
り
Ｖ

て
ば
契
約
を
自
動
的
に
履
行

す
る
よ
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組

む
こ
と
も
で
き
る
。
デ
ー
タ

や
書
類
の
処
理
に
か
か
る
時

▼
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン

取
引
デ
ー
タ
を
記
し
た
電
子

的
な
台
帳
を
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
上
に
あ
る
複
数
の
端
末
で

共
有

・
使
用
す
る
技
術
。
１

つ
の
サ
ー
バ
ー
に
よ
る
集
中

管
理
に
比
べ
て
公
開
性
と
透

明
性
が
高
い
。
デ
ー
タ
の
凹

ま
り

（ブ
ロ
ッ
ク
）
を
鎖

（
チ

間
が
従
来
の
５
分
の
１
に
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
進
行
状

況
を
随
時
確
認
で
き
た
。

ル
イ

・
ド
レ
フ
ュ
ス
の
ロ

バ
ー
ト

・
セ
ポ
ー
レ
貿
易
業

務
部
門
グ

ロ
ー
バ
ル

ヘ
ッ
ド

は

「書
類
に
サ
イ
ン
す
る
手

間
や
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が

省
け
た
。
期
待
以
上
の
結
果

だ
」
と
話
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
鉱
山
最
大

手
の
デ

・
ビ
ア
ス
は
１
月
、

ダ
イ
ヤ
流
通
で
ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
の
活
用
を
目
指
す
と

発
表
し
た
。
ブ
ル
ー
ス

・
ク

リ
ー
バ
ー
最
高
経
営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

「
ブ

ロ
ッ
ク

チ

ェ
ー
ン
技
術
を
使
え
ば
取

引
履
歴
が

一
日
瞭
然

に
な

り
、
消
費
者
や
関
係
企
業
に

緑 |'ぶ |‐憲悲|七ぶ|1紘 |
ブ ロ ックチ ェーンの導入

で取引時間の短縮が可能

(米国の大豆畑)一 AP

ェ
ー
ン
）
の
よ
う
に
つ
な
い

で
履
歴
を
管
理
す
る
た
め
、

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
が
極
め
て

難
し
い
。
発
行
主
体
が
な
い

仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の

取
引
記
録
を
管
理
す
る
仕
組

み
と
し
て
誕
生
。
近
年
は
金

融
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
応
用

が
広
が
る
。

も

っ
と
安
心
し
て
も

ら
え

る
」
と
自
信
を
見
せ
た
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
世
界
生

産
の
大
半
を
ア
フ
リ
カ
が
占

め
る
。
武
装
勢
力
の
資
金
源

と
な
る
例
が
あ
り
、
業
界
は

紛
争
ダ
イ
ヤ
の
除
外
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
ダ
イ
ヤ
の
原

石
を
輸
出
入
す
る
際
は
武
装

勢
力
の
資
金
源
と
し
て
売
賢

さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
示
す

証
明
書
が
必
要
だ
。
ブ

ロ
ッ

ク
チ

ェ
ー
ン
は
デ
ー
タ
の
改

ざ
ん

が
ほ
ぼ
不
可
能
な
た

め
、
従
来
よ
り
も
原
産
地
や

品
質
の
証
明
が
楽
に
な
る
。

先
行
す
る
英
国
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
、
エ
バ
ー
レ
ジ
ャ

ー
は
個
々
の
ダ
イ
ヤ
に
識
別

番
号
を
刻
ん
だ
り
、
形
状
を

識
別
し
た
り
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

一

チ

ェ
ー
ン
に
稔
録
。
流
通
の

一

過
程
で
取
引
履
歴
や
経
路
の

一

情
報
を
追
加
す
る
仕
組
み
を

一

採
用
し
て
い
る
。
デ

・
ビ
ア

十

ス
も
同
様
の
仕
組
み
を
取
り

．

入
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
■
で

は
契
約
完
了
と
同
時
に
決
済

も
可
能
だ
。　
一
般
的
な
貿
易

で
は
商
品
の
納
入
か
ら
納
金

ま
で
数
週
間
か
か
る
例
が
多

く
、
資
金
繰
り
の
効
率
を
下

げ
て
い
た
。
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ

ー
ン
の
仕
組
み
を
統

一
す
れ

ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
状
況
を

共
有
し
な
が
ら
取
引
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
時
間
と
コ

ス
ト
を
大
幅
に
短
縮
す
る
効

果
が
期
待
で
き
る
。

課
題
も
あ
る
。
ブ

ロ
ッ
ク

チ

ェ
ー
ン
は
記
録
内
容
そ
の

も
の
の
正
確
性
を
保
証
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
誤

っ
た
情

報
や
エ
セ
の
情
報
で
も
、　
一

度
登
録
し
て
認
証
さ
れ
て
し

ま
う
と
後
で
書
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

規
制
対
象
の
資
源
が

「
正

規
品
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る

の
を
防
ぐ
仕
組
み
作
り
が
必

要
だ
。
野
村
総
合
併
究
所
の

田
中
大
輔
上
級
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は

「
（ブ

ロ
ッ
ク
チ

ェ

ー
ン
に
登
録
す
る
時
点
で
）

最
初
に
書
き
込
む
人
を
ど
う

限
定
す
る
の
か
、
き
ち
ん
と

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

話
す
。
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